
第
１
第
１
回
綾
瀬
川

回
綾
瀬
川�

　
　
　
　
　
ク
リ
ー
ン

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

大
作
戦�
第
１
第
１
回
綾
瀬
川

回
綾
瀬
川�

　
　
　
　
　
ク
リ
ー
ン

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

大
作
戦�
第
１
第
１
回
綾
瀬
川

回
綾
瀬
川�

　
　
　
　
　
ク
リ
ー
ン

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

大
作
戦�
第
１
回
綾
瀬
川�

　
　
　
ク
リ
ー
ン
大
作
戦�

活
動
報
告

活
動
報
告�

活
動
報
告�

③コース（小貝戸橋～榎戸橋）
可燃ごみ　 40㎏
不燃ごみ　140㎏
粗大ごみ　バイク

電子レンジ
タイヤホイール
パソコン　等

境橋（ごみ集積箇所）�

上綾瀬橋�

榎戸橋（ごみ集積箇所）�

別所橋�

東北新幹線高架下�

小貝戸橋�

ジョギング�
ロード起点�

�コース 

�コース 

�コース 

�コース 

�コース 

�コース 
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去
る
10
月
23
日
�
、
第
１
回
綾

瀬
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
を
実
施
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
遠
く
に
初
冠
雪
の

山
々
も
望
ま
れ
絶
好
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
日
和
と
な
り
、
綾
瀬
川
は
秋

を
感
じ
さ
せ
る
稲
穂
の
香
り
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。
参
加
し
た
方
々

も
、
い
つ
し
か
額
に
汗
を
に
じ
ま

せ
な
が
ら
、ご
み
拾
い
に
熱
中
し
、

穏
や
か
な
秋
風
に
吹
か
れ
な
が

ら
、
充
実
し
た
一
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
桶
川
市
民

の
み
な
さ
ん
、
小
貝
戸
地
区
の
み

な
さ
ん
、
自
然
に
親
し
む
会
、
く

ら
し
の
会
、
子
ど
も
会
の
み
な
さ

ん
や
役
場
職
員
で
構
成
す
る
親
睦

会
な
ど
、
総
勢
約
１
２
０
名
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。綾

瀬
川
は
、
桶
川
市
、
伊
奈
町

を
上
流
と
し
て
蓮
田
市
、上
尾
市
、

さ
い
た
ま
市
、
越
谷
市
、
川
口
市
、

鳩
ヶ
谷
市
、
草
加
市
、
八
潮
市
、

東
京
都
足
立
区
、
葛
飾
区
の
９
市

２
区
１
町
の
町
並
み
を
流
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
残
念
な
こ
と
で
す

が
、
国
土
交
通
省
管
理
の
１
１
１

河
川
の
中
で
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
・

ワ
ン
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
て
い
る

川
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
、
町
と
し
て
も
『
綾
瀬
川

流
域
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
Ⅱ
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
』
に
参
加
し
た
こ
と
は
、

初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
上
流

域
に
位
置
す
る
伊
奈
町
が
、
町
を

挙
げ
て
綾
瀬
川
の
清
掃
・
美
化
活

動
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
流
域

の
９
市
２
区
の
住
民
の
方
々
と
連

携
を
深
め
、
歩
調
を
合
わ
せ
る
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と

も
、
綾
瀬
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
綾
瀬

川
が
少
し
で
も
早
く
清
ら
か
な
川

に
も
ど
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。来

年
も
同
時
期
に
清
掃
活
動
を

実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
一
人

で
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

①コース（上綾瀬橋～境橋）
可燃ごみ　20㎏
不燃ごみ　80㎏

②コース（上綾瀬橋～榎戸橋）
可燃ごみ　 30㎏
不燃ごみ　110㎏
粗大ごみ　自転車のかご

18�カン
ゴムキャタピラー　
金庫　等

④コース（小貝戸橋～
東北新幹線高架下）

可燃ごみ　 30㎏
不燃ごみ　110㎏
粗大ごみ　バイク

看板　等

⑤コース（ジョギングロード起点
～東北新幹線高架下）

可燃ごみ　20㎏
不燃ごみ　70㎏
粗大ごみ　椅子

車のタイヤ　等

⑥コース（ジョギングロード起点
～別所橋）

可燃ごみ　 40㎏
不燃ごみ　100㎏

《 ご み 拾 い 実 績 》
ごみの収集量をコース別で見て

みると次のとおりです。

【総 計　1,310㎏】

可燃ごみ 180㎏
不燃ごみ 610㎏
粗大ごみ 520㎏



東
北
・
上
越
新
幹
線
の

東
北
・
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越
新
幹
線
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側
道
が
一
方
通
行
に
！

が
一
方
通
行
に
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東
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・
上
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新
幹
線
の

東
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・
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道
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道
が
一
方
通
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！
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に
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が
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方
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行
に
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年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
日
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。「
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
収
集
日
、
収

集
物
を
ご
確
認
の
う
え
、
朝
８
時

ま
で
に
ご
み
集
積
所
に
整
理
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
安
全
で
効
率
的
な
ご
み

の
回
収
を
行
う
た
め
、ご
み
袋
は
、

中
身
が
確
認
で
き
る
よ
う
、
透
明

ま
た
は
半
透
明
の
も
の
を
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

年
末
は
、
粗
大
ご
み
の
運
搬
依

頼
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、

年
末
年
始
の

ご
み
収
集
日

北地区� 南地区� センター直接搬入�

12月26日� 

12月27日� 

12月28日� 

12月29日� 

12月30日� 

１月４日� 

可　　燃 

容器プラ 

古　　紙 

可　　燃 

　　─ 

不　　燃 

容器プラ 

可　　燃 

不　　燃 

　　─ 

可　　燃 

古　　紙 

通　　常 

通　　常 

通　　常 

通　　常 

通　　常 

通　　常 

し
尿
の
く
み
取
り

業
務
の
お
知
ら
せ

お
早
め
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
都
合
に
よ
り
年
内
収
集

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

個
人
で
直
接
搬
入
す
る
ご
み
に
つ

い
て
は
、
年
末
は
12
月
30
日
�
ま

で
、
年
始
は
１
月
４
日
�
か
ら
で

す
。ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
年
始
の
ご
み
収
集
は
１
月
４
日

�
か
ら
で
、
南
地
区
が
古
紙
、
北

地
区
が
不
燃
ご
み
で
す
。

年
内
の
粗
大
ご
み
収
集
は
、
12

月
27
日
�
ま
で
で
す
。

12
月
31
日
〜
１
月
３
日
は
休
業

い
た
し
ま
す
。

環
境
対
策
課
�
７
２
１
―
２

１
１
１

２
４
２
４
ま
た
は
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
�
７
２
８
―
５

３
２
１

内�

問�

規
制
区
間�

規
制
区
間�

近
年
、
東
北
・
上
越
新
幹
線
側
道
で
の
交
通
事

故
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
事
故
防
止
対

策
と
し
て
、
今
回
新
幹
線
の
側
道
の
一
部
を
一
方

通
行
規
制
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

規
制
関
連
の
交
通
安
全
施
設
設
置
工
事
を
12
月

か
ら
１
月
に
か
け
て
行
い
、
そ
の
後
一
方
通
行
規

制
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
方
々
が
「
安
心
・
安
全
」

に
通
行
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
活
安
全
課
　

２
２
８
２

土

木

課
　

２
４
１
４

内� 内�

問�

年
末
年
始
の
業
務
は
お
休
み
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
休
業
期
間
》

12
月
29
日
�

〜
平
成
18
年
１
月
４
日
�

お
問
い
合
わ
せ
は
、
12
月
28
日

�
午
前
中
ま
で
に
環
境
対
策
課

２
４
２
４
へ

内�


